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令
れいわ
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ねんど

度 ▶ 令
れいわ

和 11（2029）年
ねんど

度【計
けいかくきかん

画期間】
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みなさんが暮
く

らす八
や ち よ し

千代市には, 子
こ

どもやお年
としよ

寄り, 障
しょうがい

害のある

方
かた

や病
びょうき

気の方
かた

などいろいろな人
ひと

が一
いっしょ

緒に暮
く

らしています。 そんな

地
ちいき

域のみなさんが, その人
ひと

らしく幸
しあわ

せな生
せいかつ

活を送
おく

れるように, みん

なで協
きょうりょく

力しあって, いろいろな問
もんだい

題の解
かいけつ

決を目
め ざ

指し地
ちいき

域づくりを進
すす

めていくことです。

地地
ち い き ふ く しち い き ふ く し

域福祉域福祉ってなに？ってなに？

地
ちいき

域のみんなや, 地
ちいき

域で活
かつどう

動

している人
ひと

の支
ささ

え合
あ

い

見
みまも

守りやちょっとした

手
てだす

助けが必
ひつよう

要な人
ひと

たち

困
こま

ったときなど, お互
たが

いに支
ささ

えたり, 支
ささ

えられたりする

関
かんけい

係を大
たいせつ

切にしましょう。

福
ふくし

祉サービスの提
ていきょう

供

みなさんは ,みなさんは ,
どんなことができるかな？どんなことができるかな？

例
たと

えば, みなさんの住
す

む地
ち い き

域で, ご近
きんじょ

所の人
ひと

にあいさつをする, ご

みひろいをする, 電
でんしゃ

車

やバスで席
せき

をゆずると

いったことも, 大
たいせつ

切な

地
ちいき

域福
ふくし

祉の活
かつどう

動の一
ひと

つ

です。自
じぶん

分ができそう

なことから少
すこ

しずつ取
と

り組
く

んでみましょう。

地
ちいき

域で解
かいけつ

決ができないことは,

行
ぎょうせい

政などが対
たいおう

応します。

困
こま

っている人
ひと

に
手
てだ す

助けする

市役所市役所

行行
ぎょうせいぎょうせい

政政

（（市市
しし

役役
やくしょやくしょ

所所など）など）
社社
しゃかいしゃかい

会会 福福
ふくしきょうふくしきょう

祉 協祉協議議
ぎかいぎかい

会会

ごみひろいなど
のボランティア
をする

例例
た とた と

えばこんなことえばこんなこと

必
ひつよう

要としている人
ひと

に席
せき

をゆずる
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社社
し ゃ か いし ゃ か い

会会福福
ふ く しふ く し

祉祉協協
き ょ う ぎ か いき ょ う ぎ か い

議会議会とは？とは？

地
ちいき

域福
ふくし

祉（福
ふくし

祉のまちづくり）を進
すす

める専
せんもん

門の団
だんたい

体です。

一
ひとり

人ひとりの “困
こま

った” を解
かいけつ

決するために, 地
ちいき

域のみなさ

んと一
いっしょ

緒に考
かんが

えながら, いろいろな福
ふ く し

祉の取
とりくみ

組を行
おこな

って

います。

小
しょうちゅうがっこう

中学校で福
ふくし

祉について学
まな

ぶ機
きかい

会を

つくっています。

みなさんができることを考
かんが

えてみましょう

地
ち い き

域のみなさんと一
いっしょ

緒に, 福
ふ く し

祉の

取
とりくみ

組をすすめています。

ご近
きんじょ

所の人
ひと

に
あいさつする

地
じしん

震など災
さいがいじ

害時に助
たす

け合
あ

う
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地地
ち い きち い き

域域福福
ふ く しふ く し

祉祉計計
け い か くけ い か く

画画・・地地
ち い きち い き

域域福福
ふ く しふ く し

祉祉活活
か つ ど うか つ ど う

動動計計
け い か くけ い か く

画画ってなに？ってなに？

地
ちいき

域福
ふくし

祉を進
すす

めるために , 市
しみん

民一
ひとり

人ひとり , 地
ちいき

域団
だんたい

体や

福
ふくし

祉サービスの会
かいしゃ

社 , 市
し

役
やくしょ

所や社
しゃかい

会福
ふくしきょう

祉協議
ぎかい

会など , みんな

が協
きょうりょく

力して , 支
ささ

え合
あ

い , 助
たす

け合
あ

いのある社
しゃかい

会をつくっていく

ために , どうしたらよいかの取
とりくみ

組を書
か

いたものです。

八
や ち よ し

千代市では, 子
こ

どもやお年
としよ

寄り, 障
しょうがい

害のある方
かた

, 国
こくせき

籍や文
ぶんか

化の違
ちが

う方
かた

など, 地
ちいき

域で暮
く

らすすべての人
ひと

が, お互
たが

いを思
おも

いやり, 支
ささ

え合
あ

っていくことが大
たいせつ

切と考
かんが

えています。

そのため, みんなの目
もくひょう

標を『認
みと

め合
あ

い　共
とも

に生
い

きる　わがまち八
や ち よ し

千代市』として, 一
ひとり

人ひ

とりを大
たいせつ

切にした “福
ふくし

祉のまちづくり” を進
すす

めていきます。

福
ふくし

祉についての懇
こんだんかい

談会

コミュニティスペース　ほっこり 中
ちゅうがっこう

学校　防
ぼうさいてらこや

災寺子屋

地
ちいき

域の交
こうりゅう

流

色色
いろいろ
いろいろ

々々なな取取
とりくみとりくみ

組組があるんだね
があるんだね

八千
ち よ し

代市の取
とりくみ

組をのぞいてみましょう
や
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みんながみんなが支支
ささささ

ええ合合
ああ

い，い，助助
たすたす

けけ合合
ああ

えるまちをつくるえるまちをつくる

子
こ

どもからお年
と し よ

寄りまで, だれでも

気
きがる

軽に集
あつ

まって, くつろぎ “ほっこり”

できる場
ばしょ

所を増
ふ

やしていきます。

ボランティアの情
じょうほう

報を伝
つた

えたり, 地
ちいき

域の

みんなと協
きょうりょく

力しながら, ボランティア

活
かつどう

動をすすめていきます。

ボランティア活
かつどう

動や福
ふ く し

祉のイベントに

参
さんか

加してみましょう！

地
ちいき

域の人
ひと

とあいさつしたり , おしゃべりし

たり , 仲
なかよ

良く暮
く

らしましょう！

色
いろいろ

々な生
い

き方
かた

や文
ぶ ん か

化を

認
みと

め合
あ

える地
ち い き

域社
しゃかい

会を

つくっていきます。

みんなが安
あんしん

心して交
こうりゅう

流

できる，地
ちいき

域の居
い ば し ょ

場所

づくりをすすめます。

地
ちいき

域のみんなが支
ささ

え合
あ

って, 助
たす

け合
あ

えるまち

をつくっていきます。

１１目目
も く ひ ょ うも く ひ ょ う

標標

八八
や ち よ しや ち よ し

千代市千代市やや社社
しゃかいしゃかい

会会福福
ふ く しふ く し

祉祉協協
きょうぎかいきょうぎかい

議会議会などでなどで取取
とと

りり組組
くく

んでいくことんでいくこと

わたしたちがわたしたちが
できることできること
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  誰誰
だれだれ

もがもが安安
あんしんあんしん

心心してして暮暮
くく

らせるまちをつくるらせるまちをつくる

ご近
きんじょ

所づきあいを大
たいせつ

切にしながら,

災
さいがい

害時
じ

でも安
あんしん

心できる防
ぼうさい

災の取
とりくみ

組を

行
おこな

っていきます。

歩
ある

くことが難
むずか

しい方
かた

などに車
くるま

いすを貸
か

したり, 車
くるま

いすを乗
の

せられる車
くるま

などで

外
がいしゅつ

出を援
えんじょ

助していきます。

困
こま

っている人がいたら, 自
じぶん

分のできる

手
てだす

助けをしましょう！

地
じしん

震があったときの避
ひなん

難場
ばしょ

所を, 家
かぞく

族

で話
はな

し合
あ

っておきましょう！

八八
や ち よ しや ち よ し

千代市千代市やや社社
しゃかいしゃかい

会会福福
ふ く しふ く し

祉祉協協
きょうぎかいきょうぎかい

議会議会などでなどで取取
とと

りり組組
くく

んでいくことんでいくこと

災
さいがい

害の時
とき

でも, 安
あんしん

心して避
ひなん

難できるま

ちをつくっていきます。

買
か

い物
もの

や通
つういん

院など移
いどう

動するときでも,

困
こま

らない地
ちいき

域をつくっていきます。

だれもが自
じぶん

分らしく生
い

きられる社
しゃかい

会

をつくっていきます。

ボランティアなど地
ち い き

域の助
たす

け合
あ

い

活
かつどう

動を活
かっぱつ

発にしていきます。

２２目目
も く ひ ょ うも く ひ ょ う

標標

わたしたちがわたしたちが
できることできること
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困困
こまこま

っているっている人人
ひとひと

をを取取
とと

りり残残
のこのこ

さないまちをつくるさないまちをつくる

困
こま

ったことを相
そうだん

談できる場
ばしょ

所をつくっ

て, 問
もんだい

題を解
かいけつ

決できるように取
と

り組
く

ん

でいきます。

買
か

い物
もの

やゴミ出
だ

しなど, ちょっとした

困
こま

りごとを地
ちいき

域のみんなでサポートす

る活
かつどう

動を応
おうえん

援していきます。

地
ちいき

域にどんなことで困
こま

っている人
ひと

がいるか考
かんが

えてみましょう！

困
こま

ったことや悩
なや

みごとがあったら,

信
しんらい

頼できる人
ひと

に伝
つた

えましょう！

八八
や ち よ しや ち よ し

千代市千代市やや社社
しゃかいしゃかい

会会福福
ふ く しふ く し

祉祉協協
きょうぎかいきょうぎかい

議会議会などでなどで取取
とと

りり組組
くく

んでいくことんでいくこと

困
こま

っていること, 悩
なや

んでいることを

相
そうだん

談できる場
ばしょ

所をつくっていきます。

知
し

っておきたい福
ふくし

祉の情
じょうほう

報を, みんな

に伝
つた

えていきます。

医
いりょう

療や福
ふ く し

祉サービスを充
じゅうじつ

実して,

しっかり提
ていきょう

供できるようにします。

みんなで協
きょうりょく

力し合
あ

って, 福
ふくし

祉のまちづ

くりをすすめていきます。

３３目目
も く ひ ょ うも く ひ ょ う

標標

わたしたちがわたしたちが
できることできること



第
だい
２次

じ
八
や ち よ し
千代市地

ち い き
域福

ふ く し
祉計

けいかく
画・地

ち い き
域福

ふ く し
祉活

かつどう
動計

けいかく
画【やさしい版

ばん
】

発
はっこう
行日

び
／令

れ い わ
和７年

ねん
３月

がつ
　　　

発
はっこう
行・編

へんしゅう
集／八

や ち よ し
千代市　健

けんこう
康福

ふ く し ぶ
祉部　福

ふ く し
祉総

そうごう
合相

そうだんか
談課

社
しゃかい
会福

ふ く し
祉法

ほうじん
人　八

や ち よ し
千代市社

しゃかい
会福

ふ く し
祉協

きょうぎかい
議会

あなたはどっちのタイプ？ 何
なに

か行
こうどう

動できるかな？

声
こえ

をかけたり, 何
なに

か行
こうどう

動することは, とても勇
ゆうき

気がいることですね。で

も, その勇
ゆうき

気が, きっと困
こま

っている人
ひと

の支
ささ

えになったり, 手
てだす

助けになっ

ているのかもしれません。

登
とうこう

校するときに, 地
ちいき

域の

交
こうつう

通指
しどういん

導員や, ご近
きんじょ

所の

知
し

り合
あ

いの人
ひと

に会
あ

った 何
なに

も言
い

わない

知
し

らんぷり

学
がっこう

校に行
い

ったら, いつも

元
げん き

気なおともだちなのに

元
げんき

気がない

ちょっと声
こえ

をかけてみる
元
げんき

気のないおともだちがいた

ら, やさしく声
こえ

をかけてみたら

どうかな。もしかしたら, 困
こま

っ

ていることがあるのかもしれな

いよ。

電
でんしゃ

車の席
せき

に座
すわ

っていた

ら, 杖
つえ

をついたおじいさ

んが乗
の

ってきた

どうぞと声
こえ

をかけて席
せき

を
ゆずる

何
なに

もしない

杖
つえ

をついたおじいさんは, 立
た

っ

ているのがつらいかも。勇
ゆうき

気を

もって「どうぞ」と席
ゆず

をゆずっ

てみてはどうかな。

学
がっこう

校の授
じゅぎょう

業で “福
ふくし

祉” の

ことについて学
まな

んだ

自
じぶん

分ができることをやっ
てみる

自
じぶん

分には関
かんけい

係ないので

何
なに

もしない

福
ふくし

祉って, 暮
く

らしの身
みぢか

近なとこ

ろにたくさんあります。ちょっ

と行
こうどう

動してみることで, みんな

が笑
えがお

顔になるよ。

元
げんき

気にあいさつをする 元
げんき

気にあいさつできる人
ひと

ってす

ばらしい！　まわりのみんなも

元
げんき

気いっぱいになるよ。


